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メディカルセブンズ2017

【大会実施要綱】

5月６日・配布版

[第2稿]

2017年5月6日(土) 

会場：日大歯学部４号館地下セミナー室
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大会概要

大会名称 「MEDICAL SEVENS2017」

「メディカルセブンズ2017」

主 催 関東ラグビーフットボール協会

関東医歯薬大学ラグビーフットボール連盟

特定非営利活動法人ＭＤＰクラブ

主 管 埼玉県ラグビーフットボール協会

協 賛 第一三共株式会社
アウディ ジャパン株式会社
株式会社バリューメディカル
日本メディカル株式会社

協 力 株式会社カンタベリーオブニュージーランドジャパン

会 場 熊谷ラグビー場［３グランド］

会 期 2017年6月10日(土）、11日(日）

競技方法 セブンズラグビー（ワ－ルドカップ方式）

出場登録 学生 30チーム・523名 / ＯＢ 24チーム・311名 / over40 9チーム・111名
出場総数 945名（201７年5月６日現在）

出場登録チーム［計63チーム］

【ＯＢ ２４チーム】
1 東邦大学OB
2 帝京大学医薬OB
3 アプリコットスターズ
4 順天堂大学医学部OB
5 日本歯科大学OB
6 群馬大学医学部OB
7 昭和大学OB
8 神奈川歯科大学OB神風セブンズ
9 日本大学医学部OB
10 埼玉医科大学OB
11 MDバーバリアンズ
12 防衛医科大学校OB
13 伊勢原キャッツアイ
14 東京歯科大学OB
15 ジェラルドR
16 東京慈恵会医科大学OB
17 東京医科歯科大学OB
18 日大デンタルブラザーズ
19 聖マリアンナ医科大学OB
20 Tsurumix.Jr.
21 筑波大学医学群OB
22 東北ドクターズJr.
23 関西ドクターズR.F.C.ジュニア
24 九州ドクターズJr.

【 over40 9チーム】
1 日本大学医学部OB Sr.
2 元祖東邦ラガース
3 独協プレジデンツⅦ
4 九州ドクターズシニア
5 東京ドクターズLtd.
6 関西ドクターズR.F.C.シニア
7 順天堂レジェンド
8 KEEP RUGBY CLEAN 2017
9 日本医科大学ラグビー部over 40

【学生 ３０チーム】
1 順天堂大学医学部
2 横浜市立大学医学部
3 日本大学医学部
4 獨協医科大学
5 杏林大学医学部
6 自治医科大学
7 日本大学松戸歯学部
8 日本歯科大学
9 群馬大学医学部
10 防衛医科大学校
11 埼玉医科大学
12 東京医科歯科大学
13 慶應義塾大学医・薬学部
14 東京慈恵会医科大学
15 日本医科大学
16 鶴見大学歯学部
17 昭和大学
18 筑波大学医学部
19 帝京大学医学部薬学部
20 東海大学医学部健康学部
21 東邦大学
22 日本大学歯学部
23 東京医科大学
24 山梨大学医学部
25 東神
26 福島県立医科大学
27 信州大学医学部
28 新潟大学医学部
29 山形大学医学部
30 明海大学歯学部
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会場図

熊谷スポーツ文化公園内ラグビー場
埼玉県熊谷市上川上３００

Ｂグラウンド

E グラウンド（新）

Ｃグラウンド

＝改修工事エリア

運営本部他
※陸上競技場内

バス発着所
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競技関連①

■ＲｕｇｂｙＦａｍｉｌｙ.ｊｐへの登録について（学生・OB）

本大会は、関東ラグビーフットボール協会主催の公式大会です。

RugbyFamily.jpへの個人登録を済ませていない選手は、大会までに必ず登録手続きを済ませて下さい。

※ＭＤＰクラブに登録するＯＢ選手については、別紙の協会登録確認リストを参照して下さい。

すでに協会への登録、支払いはしておりますので、当日不参加の場合も登録料2,000円は徴収します。

■選手登録について（学生・OB）

大会当日の選手の追加登録は受付られません。

追加申請は4月24日～５月6日(土）

締め切り後の申請は、やむを得ない事情がありRugbyFamily.jpへの個人登録を済ませている場合のみ、

事務局までご連絡下さい。

その場合、出場は出来ますが大会プログラムへ名前は記載されませんのでご了承ください。

※ RugbyFamily.jpへの個人登録がなされていない場合の出場は出来ません。

■対戦カードとスケジュールについて（学生・OB）

※別紙「大会日程表」を参照。

関東医歯薬大学ラグビーフットボール連盟公式サイト http://www.mdpc.jp

からもダウンロードできます。

■タッチジャッジ/インゴールジャッジの選出（学生のみ）

※別紙「学生タッチジャッジ／インゴールジャッジ表」を参照。

学生の試合は学生チームからタッチジャッジとインゴールジャッジを各校４名選出して下さい。

担当するグラウンドの競技テントに競技開始２０分前に集合して下さい（時間厳守）

■ユニフォームについて（学生・OB）

各チーム1st、2ndのジャージ、短パン、ソックス、スパイク等一式をご持参下さい。

ＯＢは可能であれば２ndジャージもお持ち下さい。

over40の短パンは、国際標準（デファクトスタンダード）に従い年代別にご準備下さい。

４０代＝白、５０代＝青、６０代＝赤、７０代＝黄色、８０代＝紫、９０代＝黄金

※ 2ndが無いチームは事務局までご連絡ください。

■安全対策担当/ウォーターボーイ（学生・OB）

選手以外でグラウンドに入れるのは、安全対策担当（セーフティーアシスタント）１名、

ウォーターボーイ２名です。

安全対策担当は赤ビブス、ウォーターボーイは紫ビブスを着用して下さい。

ビブスは各グランドの競技本部（テント）にあります。試合終了後、すみやかに返却して下さい。

■チームカメラマン（学生・OB）

試合中、グラウンドレベル（競技エリア外）で写真撮影出来るのは１名です。

チームのカメラマンは緑ビブスを着用し、競技進行、スタッフの業務の妨げにならないよう

十分注意して下さい。

このビブスも各グランドの競技テントにあります。試合終了後、すみやかに返却して下さい。
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競技関連②

■試合前のアップについて（学生・OB）

※下記図面参照

試合前のアップはＢグラウンドの使用はできません。

Ｃグラウンドの空いているスペース、及びＢグラウンドとＣグランドの間の広場を使用して下さい。

Ｃグラウンド脇の遊具のまわりでボールを使用したアップは禁止です。

Ｅグラウンド隣りの東第３多目的広場もご利用いただけますが、一般利用が可能となっておりますので、

専有はせず、他の利用者と譲り合ってのご使用をお願いします。

アップ用のボールは各チームでご持参下さい。

空気入れ、ゲージは運営本部、及び各競技テントに用意してあります。

アップ
アップ

アップ

アップ

アップ ＝アップスペース
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競技関連③

■試合前のメンバー登録（学生・OB）

試合に出場するメンバー（学生１２名、ＯＢ１４名、over40 １４名）をカタカナで記入し、

試合開始２０分前にキャプテンが試合グラウンドの各“グラウンド責任者”にメンバー表を

提出して下さい。

キックオフまたはサイドを選ぶトスを行いますので時間厳守でお願いします。

Ａグラウンドは、試合直前の選手しか入れません。スタンド席でお待ち下さい。

出場する選手以外（リザーブ）は、青ビブスを着用し、ベンチエリア内で待機して下さい。

■試合中の選手交代について（学生・OB）

学生の選手交代は各“グラウンド責任者”に下記、交代用紙を提出し、レフリーの許可を得てから

グラウンドに入る事が可能になります。交代用紙は各グラウンド本部にもございます。

ＯＢとover４０は、自由入れ替え制のため、交代用紙は不要ですが、交代の際は必ず、

各“グラウンド責任者”に確認の上、レフリーの許可を得てからグラウンドに入って下さい。

第一三共カップメディカルセブンズ　OUT/IN

背番号 ＯＵＴ　（カタカナ） 背番号 ＩＮ　（カタカナ）

チーム名：

《交代用紙サンプル》

メディカルセブンズ OUT/IN
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競技規則

本大会は原則として（公財）日本ラグビーフットボール協会発行の競技規則に準ずる。

以下についてはメディカルセブンズ2017競技規則とする。

▼リーグ戦 LEAGUE

■学生予選リーグ

■OB予選リーグ

■over40リーグ

▼トーナメント戦 TOURNAMENT

■カップトーナメント ■OBカップトーナメント

■プレートトーナメント ■OBプレートトーナメント

■ボウルトーナメント ■OBボウルトーナメント

・一時的退出（シン･ビン）について、時間は2分間とする。

※一時退出の時間は、ハーフタイムの時間は含まない。

・1回目の退場を命じられたプレーヤーは次試合に出場する事はできない。

2回目の退場を命じられたプレーヤーはその後の全ての試合に

出場する事はできない。

※一時的退出（シン・ビン）3回で退場１回分とする。

・競技区域内にいるのは、7人までのプレーヤーとする。

・プレーヤーは、負傷により交替すること、または入替えることができる。

・ [学生］12名のメンバー登録を行い、5名までのプレーヤーを交替あるいは

入れ替えることができる。

［ＯＢ・over40]14名までのメンバー登録を行い、7名までの

プレーヤーを交替あるいは入れ替えることができる。

※例外は「プレー中のトラブルについて」をご参照下さい。

・試合中の負傷等、止むを得ない理由により、試合中のメンバー

（リザーブを含む）が5名以下になった場合は、

試合をその時点で終了し、勝敗はその時の得点にて決定する。

１ 第１条 プレーヤーの人数

5-1 リーグ戦、トーナメント戦ともに試合時間は前後半7分ずつに加え、

失われた時間とする。

5-2 ハーフタイムにはサイドを交換し、かつその休憩時間は2分以内

とする。［7分－2分－7分］

5-6 トーナメント戦において引き分け、延長戦が必要な場合は、

1分間のインターバルの間に再度コイントスを行った後、

前後半3分ずつの延長戦を行う。［3分-3分］

終了後、休憩時間なしでサイドを交換する。

但し、延長戦では先に得点をあげたチームがその試合の勝者となり、

その時点で試合は終了とする。

※悪天候時の試合時間においては、主催、主管団体の競技役員の

協議によって決定する。

例：［前半戦のみの10分等］

・試合の開始にさきだち、双方のキャプテンはキックオフか、

またはサイドを選ぶかのトスを行う。

・トライした側のチームがコンバージョンキックを行うことを選択した場合、

キックはドロップキックによらなくてはならない。

・コンバージョンキックを行う場合には、

1.相手側のプレーヤーは、すぐに自陣の10メートルライン付近に集まらなく

てはならない。

2.キックは直ちに行わなければならない。但し、学生の場合は、キッカーは

トライ後30秒以内にキックを行わなければならない。

２ 第５条 試合時間

３ 第６条 マッチオフィシャル

４ 第９条 得点方法

５ 第１０条 不正なプレー

６ 第１３条 キックオフと試合再開のキック

７ 第２０条 スクラム

８ 第２１条 ペナルティーキックおよびフリーキック

大会カテゴリー

13-2 キックオフの方法は、得点した側のチームがハーフウェイラインの

中央、またはその後方から行うドロップキックをいう。

13-4 キッカー側のポジション キッカー側のすべての選手は、

ボールの後方にいなくてはならない。

13-6 キックオフしたボールがいったん10メートルラインに達した後、

吹き戻された場合には、競技をそのまま続ける。

13-7 キックしたボールは、相手側のプレーヤーが最初にプレーした場合を

除き、相手側の10メートルラインに達しなければならない。

13-9 ボールは直接タッチになってはいけない。

◆罰：ハーフウェイラインの中央でフリーキック

13-10 ポールがインゴールに入った場合：

a)キックオフのボールがプレーヤーに触れずに。あるいは触れられる

こともな<相手側のインゴールに入った場合、相手側は次の3つのうち、

1つを選択する。

・ボールをグラウンディングする。あるいは

・ボールをデッドにする。あるいは

・プレーを続行する。

b)相手側がボールをグラウンディングするか、デッドにするか

またはボールがタッチインゴールに出たり、デッドボールラインに

触れるか超えるかしてデッドになった場合、ハーフウェイラインの

中央で相手側にフリーキックが与えられる。

c)相手側はボールをグラウンディングしたり、デッドにしようとする

場合は遅滞なく行われなければならない。

ボールを持っている防御側プレーヤーのその他の動きはすべてその

プレーヤーがプレーをそのまま続けることを選んだものとみなす。

20-1 フロントロー、すなわちスクラムの形成は、双方それぞれ

3名のプレーヤーによらなければならず、プレーヤーの頭は

交互に組みあっていなければならない。

またその3名のプレーヤーは、スクラムが終了するまで

バインドしていなければならない。

20-8 フロントローはトンネルの外に向けて、あるいは相手側の

ゴールラインの方向に向けて故意にボールを蹴り出してはならない。

◆罰：ペナルティーキック

・スクラムを組む場合、15人制と同様にレフリーの指示に従い、

３段階で組むこと。

20-3 キックの方法は、パント、ドロップキックのどちらでもよいが、

プレースキックを行うことはできない。

20-4 キックは遅滞なく行われなくてはならない。

キッカーがペナルティキックにおいてレフリーにゴールキックの

意思表示をした場合、ペナルティキックが与えられてから30秒以内に

キックを行わなければならない。

◆罰：30秒を超えた場合、キックは禁止され、

マークでスクラムを組み相手側がボールを入れる。

◆罰：キッカー側の反則に対してはキックの禁止。

：防御側の反則に対しては、QKに成功したときはゴールは成功する。

ゴール不成功の場合にはキッカーはふたたびキックすることができる。
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競技規則

◎本大会は傷害保険に加入しています｡会期中に不慮の事故、

ケガ等があった場合、すみやかに大会事務局に申請して下さい。

▼リーグ戦

・勝点は、決められた時間での勝利：3点。引き分け：1点。

敗戦：0点とする。

・各プールの試合が終了した時点で。勝点合計の多いチームを上位とし、

順位を決定する。但、勝点が同じ場合は

1.総得失点差

2.総トライ数

3.抽選

の順により順位を決定する。

※延長戦は行わない

▼トーナメント戦

・学生、ＯＢトーナメント戦は予選リーグ戦の結果により各トーナメントに

進み、優勝を決定する。

・同点の場合のみ延長戦が行われる。

◆延長戦（トーナメント戦のみ）

・延長戦は、先に得点をあげたチームがその試合の勝者となり、

その時点で試合は終了する。

・延長戦は前後半3分ずつに分けて行われ、それぞれの3分が終了したら

サイドを交換し、休憩時間は取らない。

・延長戦が終了したが引き分けだった場合は

1.総トライ数

2.抽選

の順により順位が決定する。

１０ 競技規則 補足

競技区域内に入れるウォーターボーイは各チーム2名まで、

セーフティーアシスタントは各チーム1名までとし、

ビブスを着用していなくてはならない。

コーチはハーフタイムに競技区域内に入ることはできるが、

休憩時間を延長してプレーヤー達と話し合うことはできない。

レフリーの承諾を得てからでなければ、

プレーヤーはフィールドオブプレー外に出ることはできない。

▼出場資格について

本大会の公式戦に出場できるのは、

予めメンバー登録している選手の中から試合毎に選ばれる７人の先発と、

学生は５人、ＯＢ、over40は７人のリザーブ選手に限る。

予めメンバー登録していない選手並びに複数のチームに

同時に登録されている選手に、出場資格は無い。

特別な場合を除いて、選手登録に不正があった選手並びにチームは、

来年以降の大会への出場を認めない。

例外として負傷者が出た場合、本部競技委員を通じ、

既に負けが決まっている同じ予選プール内の他のチーム

またはトーナメントの下位チームからプレーヤーを借りることができる。

他のチームからプレーヤーを借りたチームは、

そのプレーヤーが負傷していない限り、自分のチームのプレーヤーとして

残りのトーナメントに出場させる必要がある。

他のチームの負けが決まる前に、負傷者が生じた場合には、

本部競技委員が交替プレーヤーをどうするか決める。

▼プレー中のトラブルについて

①プレー中に出血があった場合、できるだけすみやかにプレーを中断し、

レフリー及びドクター、又はグラウンド責任者の判断を仰ぐこと。

その場合、ただちに止血可能な場合を除き、

“負傷交替″しなければならない。

②尚、出血の為に交替した選手は、一時交替ではなく、

他に負傷者が出てリザーブがいなくなった場合を除き、

再びその試合に出場する事はできない。

但し、ドクターの許可があった場合は、次の試合以降の出場については

可能とする。

また、当該試合(負傷交替した試合)に許可を得て再出場する場合は、

完全に止血が確認されている場合に限る。

③コンタクトレンズを着用して試合に出場し、プレー中にトラブルが

あった場合は、レフリーの判断で直ちに再開可能な場合を除き、

リサーブ選手との交替をしなければならない。

但し、そのトラブルが解決した場合は、その試合以降の出場については

可能とする。

また、交替した試合においても負傷等でリザーブが不在となった場合は

レフリー、及びグラウンド責任者の許可を得られた場合のみ再出場を

可能とする。

本大会は、国際ラグビーフットボール･ボードが定める競技規則に従って

行われるが、以下に示すように競技規則のいくつかを修正し、補足する。

▼競技について

必ず試合20分前には記入したメンバー表を各競技本部の

｢グラウンド責任者｣に提出する(背番号／名前／主将を明記)

トライ後のゴールキック、ペナルティキックおよびフリーキックは

遅延なく行うこと。

試合中はマウスガードを着用すること。

競技規則第10条に基づき、退場を命じられたプレーヤーはトーナメントの

残りの試合に出場できず、またレフリーは(公財)日本ラグビーフットボール

協会を通じてそのプレーヤーが所属する組織またはラグビー協会に報告書を

提出しなければならない。

▼競技区域について

プレーヤー、レフリー、ウォーターボーイ、セーフティーアシスタントだけが

競技区域への入場を許される。

リザーブの選手は各グラウンドのビブスを着用していること｡

また交替の際にはグラウンド責任者に用紙を提出し、

第３タッチジャッジ（レフリー）の了承を得てから競技区域内に入ることが

できる。

９ 勝 敗
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■安全対策 メディカルチェックリスト（学生・OB）

ーメディカルチェックリストと安全対策担当者についてー

同封のメディカルチェックリストは参加選手全員が記入して、大会当日、代表者がまとめて、

総合受付に提出して下さい。

メディカルチェックリストは公式サイトからもダウンロードできます。

安全対策担当者は、チーム内の選手の体調の変化には充分に注意をはらって下さい。

負傷した場合、医務室への同行をお願いします。

参加選手には、大会当日保険証を持参するように伝えて下さい。

■ボランティアスタッフについて（学生のみ）

ボランティアスタッフは医歯薬連盟の笹井理事が担当しますので、必ず指示に従って下さい。

本年のボランティアは指定校にご担当頂きます。以下のチームの方は必ずご参加下さい。

★ボランティアスタッフ会議：毎朝８：２０～ 運営本部【 P.12 案内図参照】に集合

★場内アナウンス、式典サポートのみ 6月9日（金）15時 陸上競技場前集合

＜ボランティアスタッフ＞

▼内容

・ビブスの貸出、回収、試合運営（集計他）

・場内アナウンス、式典サポート

・シャワールームの清掃 ファンクション撤収作業、ごみ運搬、配布物

▼担当校（各4名予定・調整中）

日本大学歯学部

日本歯科大学

杏林大学医学部

防衛医科大学校

■ＮＰＯ法人 ＭＤＰクラブの活動について

▽参加費

ＯＢ１名につき３．０００円、学生1チームにつき５．０００円を大会当日、

総合受付で徴収します。チームごとにまとめてお支払い下さい。
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大会諸注意①

■大会開催日の流れ

１）交通手段について

▽車を利用する場合

熊谷スポーツ文化公園駐車場をご利用下さい。(無料）

園内管理道路脇や公園周辺の一般道路への駐車はご遠慮ください

注意：日をまたいでの留め置きは出来ません。

駐車日の大会プログラム終了後、速やかに出庫願います。



- 11 -

大会諸注意②

▽電車を利用する場合

[熊谷駅（南口ロータリー）⇔熊谷ラグビー場]間のシャトルバスを運行します。(無料）

シャトルバス乗車場に日本旅行のスタッフがおります。スタッフの指示に従ってご乗車下さい。

《シャトルバス乗車場》

乗車場所：熊谷駅南口ロータリー

降車場所：くまがやドーム前ロータリー

運行時間：６/１０(土)  ６：３０～１９：００

６/１１(日)  ６：３０～１９：００

運行間隔：約30分 ※大型バス2台が循環します

所要時間：約15分 ※交通事情により多少前後する場合がございます

正面口

至　 東京

至　 秩父 至　 羽生
秩父鉄道

南口

Ｊ Ｒ線

星川通り

国道１ ７ 号線

熊谷駅
至　 高崎

バス乗車場

至　ラグビー場
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大会諸注意③

２）総合受付 【案内図参照】

会場に到着しましたら、代表者の方は両日とも総合受付で出場登録を行って下さい。

登録確認後、大会プログラム等、配布いたします。

参加費、関東協会登録費（ＯＢで申請したチームのみ）を徴収します。

お帰りの際も必ず総合受付に寄って下さい。

<伝言ボードの設置>

正面入口横に伝言ボードを設置します。

運営本部からの連絡事項を貼り出しますので随時確認して下さい。

また、チーム間の伝言ボードとしてもご利用できます。

３）キャンプテン、エチケットリーダー、ボランティアスタッフ会議（指定校）

１０日（土）８：２０am～ １１日（日）８：２０am～

キャプテン会議とエチケットリーダー会議(合同で実施）は第1集会場【 P.12 案内図参照】 、

ボランティアスタッフは運営本部に時間厳守でご集合ください。

４）荷物置場 / 更衣室 【案内図参照】

各更衣室を譲り合ってご利用ください。

大変多くのチームが参加しますので、荷物はコンパクトにまとめて下さい。

貴重品は各自で管理して下さい。

※更衣室、荷物置場での飲食は禁止です。ゴミはゴミ回収場所までお持ちください。

陸上競技場はスパイクでの入館禁止です。入口前で履き替えてください。

【陸上競技場内案内図】

スパイクでの入館全面禁止
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大会諸注意④

５）開会式【Bグラウンド】

10日(土) ９：1０から開会式を行います。

ユニフォーム着用で８：5５までにBグラウンドに集合して下さい。

時間厳守でお願いします。

※式典に遅れた場合は、スタンド席にてご参加下さい。

※雨天時は、陸上競技場コンコースにて行います。（キャプテン会議にてご案内します）

６）講習会 【P.12 案内図参照】

主に学生を対象に下記講習会を実施いたします。

①テーピング講座

各チームの安全対策担当者やマネージャーの方は是非ご参加下さい。

※ビデオ撮影可能です。

日 時 ： 10日(土) １３：3０～

会 場 ： 第1集会室

講 師 ： 石山 修盟

②セルフコンディショニング講座

基本的な体作りの考え方、頭頸部、体幹トレーニング、リコンディショニング

など、ラグビーを楽しく安全に行うための準備の講習会です。

各学生チームはキャプテンと新人1名の計2名で必ずご参加ください。

日 時 ： 11日(日) １1：0０～

会 場 ： 第1集会室

講 師 ： 佐々木さはら（予定）

■開会式模式図

Ｂグラウンド入口
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大会諸注意⑤

７）昼食、ドリンクについて

●昼弁当(事前に注文したチーム)

弁当は、両日とも１１：３０～１４：００、運営本部【 P.12 案内図参照】にて代金と引き
換えにお受け取りください。

食べ終わった弁当ゴミはチームごとにまとめて【 P.12 案内図参照】までお持ち下さい。

※引き取り忘れのないようにお願いします。

※代金は引き取り時に直接お弁当業者にお支払い下さい。

※当日のお弁当の申し込みはできませんので、各自でご用意下さい。

●試合時のドリンクは各自でご用意下さい。

８）ジャージのクリーニングについて

ジャージとソックスのクリーニングを有料で受付ます。

ご希望のチームは、「クリーニング収集袋」にまとめて入れて総合受付までお持ち下さい。

袋にはチーム名、ジャージ、ソックスには背番号・氏名を必ず記入して下さい。

受付時間 10日(土) １６：００～１７：００ 総合受付横【 P.12 案内図参照】

引き取り 11日(日) 朝 総合受付横

料 金 ６５０円（ジャージとソックス/単品でも料金は同じです/税込）

9）試合終了後～ファンクションについて

10日(土）試合終了後、１7：0０より陸上競技上２階コンコースにてファンクションを行い

ます。出来るだけご参加ください。お車でお越しの方は、飲酒はご遠慮ください。

10）トーナメントドロー(組合せ抽選会)について（学生のみ）

学生は、ファンクションの最初に、11日（日）決勝トーナメントの組合せ抽選を行います。

学生チームの主将は必ず出席して下さい。

受付時に配布する、大学名のＩＤカードを着用の上、１６：4５に陸上競技上２階コンコー

ス・ステージ前へ集合して下さい。

※やむを得ず欠席するチームは、事前に原競技委員長の了承を得て下さい。代理で抽選をし

ます。

11）カップトーナメント決勝戦について（学生・OB）

ＯＢと学生のカップトーナメント決勝は、選手入場のセレモニーがあります。

決勝進出チームは、決勝戦開始１５分前にBグラウンド入口に集合して下さい。

代表者は、集合前にメンバー表を提出して下さい。
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大会諸注意⑥

12）表彰式/閉会式について
学生のカップトーナメント決勝戦終了後、表彰式と閉会式を行います。

ジャージ着用でBグラウンドに集合して下さい。Bグラウンドに集合して下さい。

表彰対象 カップトーナメント(学生、ＯＢ) １位、２位

プレートトーナメント(学生、ＯＢ) １位

ボウルトーナメント(学生、ＯＢ) １位

※遠方からのチームで表彰対象となった場合、若干名でも構いませんので、ご出席下さい。

やむを得ず欠席するチームは、事前に原競技委員長に了承得て下さい。

※over40の表彰は試合終了後、各グランドでの実施となります。

■表彰式/閉会式模式図

Ｂグラウンド入口
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大会諸注意⑦

13）シャワールームについて

陸上競技場内更衣室、Ｂグラウンドにシャワーがあります。

Ｂグラウンドは温水は出ませんのでご注意下さい。

注意：たくさんの人が利用しますので、きれいに使用して下さい。

ゴミの放置、忘れ物にもご注意下さい。

14）ゴミについて

ゴミは下記のように分別して【案内図⑨ゴミ回収場所】までお持ち下さい。

①可燃ごみ（紙ごみ、ビニールゴミ） ②弁当ごみ ③ビン・缶

※競技テント脇、観客席のゴミ箱は使用しないで下さい。

※ゴミの放置は絶対におやめ下さい。

15）喫煙ついて

会場内は禁煙です。所定の喫煙場所をご利用下さい。

喫煙場所：Ｂ、Ｃ、Eグラウンド競技テント脇バケツとなります。

歩きタバコ等は絶対にお止め下さい。

16）アイシング等の氷ついて

アイシング等の氷は各チームでご準備ください。

準備が難しいチームは熊谷ラグビー場近隣のコンビニエンスストアにお問合せ下さい。

※会場製氷機の氷は医務室、テーピングブース等での負傷者への施術で使用されるので、

無断使用はお止め下さい。また他者（マネージャー等）を介してのお渡しも致しません。
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その他

■悪天候について

原則雨天決行です。天災、荒天、または何らかのトラブルにより大会の実施が困難と

判断された場合は中止となります。

両日とも、朝６：００に医師薬連盟と埼玉県ＲＦ協会の協議の上決定いたします。

中止の場合は、事務局より各チーム代表者の携帯電話にご連絡します。

(雨天時は、試合時間が変更、短週される場合もあります。）

■緊急時について

震度５弱以上の地震発生時は、医歯薬連盟、埼玉県協会、ラグビー場が協議し、中止、中断、

続行を決定します。中止・中断の場合、係員（ラクビー場スタッフ、大会スタッフ）が

避難経路を確保し誘導しますので、指示に従って下さい。

■事前連絡先 6月8日(木）まで

〒１０５－０００４

東京都港区新橋５－９－１ （株）ＣＩＣ内

メディカルセブンズ大会運営事務局

担当：熊谷（くまがい）、木須（きす）、神山（こうやま）

ＴＥＬ：03-5777-5352 ＦＡＸ：03-5777-5351

e-mail：daiichi-sankyo7s＠cicinc.co.jp

■大会期間中の事務局連絡先

６月９日(金）～11日(日）8：00～18：00

熊谷携帯：070-4424-3369

木須携帯：080-3003-2235

神山携帯：080-3004-3256

※今後の変更点につきましては、

関東医歯薬大学ラグビーフットボール連盟公式サイト http://www.mdpc.jp

の定期的なチェックをお願いします。
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